
特注カスタム対応モデル 事例の紹介

SPA-500LM 特注600mmH型
SPA-500Lに140mmHのキャスターブロックを付けてシューター
トップの高さを600mmHにしました。 高さ調整シロはありません。

1145mm ± 40mm
（Mazak Integrex i-100 Bartac-S 対応）

SPA-500Special 超背高型SPA-500L 特注低背モデル
この特注低背型はシューターまでの高さが460mmに
カスタマイズされたオプション機です。

SPA-500L/φ350
特注機で、ミヤノマシンBNA-42DHY2用にSPA-500Lが母体
でφ350のトレイ・バケットを搭載して狭い設置スペースに対応。
更に細かい顧客要望を盛り込んでおります。

SPA-500S 特注低背モデル
森精機NL-1500（コンベア高さ335mm）に設置出来る様
シューターまでの高さを325mmに抑えた特注低背モデル。
トレイはφ500mmです。

補助シューター（B2081-99-001）と仕切り板（B2081-99-002）は
ツガミマシン BS26-Vに対応して製作。延長シューター（B6001-57-004）
と接続金具（B6001-57-003）も旋盤機のベルトコンベヤー排出口への
アクセス用に設計・製作されました。スーパーアリオの設計現場で最も頻繁
に直面するのがマシンのオイルトレイ、受板の干渉です。オイルトレイ・
受板の上を跨ぐ形のバイパス方式、あるいは左・エルボウ、右・エルボウ
シュートで左右に振る方式、等柔軟にカスタム対応致します。
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お客様工場で稼働中のCNC自動旋盤はメーカー、機種とも実に様々で、ワーク取出し方法、ワーク排出口の形状、位置、高さ、
オイルトレイの有無、チップコンベアとの距離、そしてワーク寸法・質量、形状、サイクルタイムなど一筋縄ではいきません。
スーパーアリオの設置導入については、そうした生産現場状況に対応すべく、個々のお客様への細かい対応を心掛けております。
ここにその一例をご紹介いたします。弊社ではテスト用デモ機をご用意しておりますので現場でデモ機をご試用頂き、もし不具合が
ありましたら何処をどう改良すれば設置実現出来るか検討し対応策を提案させて頂きます。是非お客様のお声をお聞かせ下さい。



SPA-500/φ700  応用・改造型
夜間の無人自動運転時間をもっと長くしたい、
その為にワークの収納数量をもっと増やせないか？
とのお客様の声にお応えしました！！

●従来機種SPA-500をベースにφ700の大型樹脂トレイを搭載しました。
●CNC自動旋盤から送り出される完成品ワークを打痕・キズ無しで安全に回収、
　蓄積します！

使用例SPA-500/φ700型、3段ステージ付きトレイφ700装着時

●装置仕様

定　格

標準平底樹脂トレイ

最大積載重量

日本国内仕様　AC100V 50/60Hz、 25W

φ700mm （外周）　 φ652mm （内周）　 φ138mm （最大深さ）

最大直径

最大長さ

φ30mm （オプション、カスタマイズで最大φ45×40mmまで可能）

L80mm （オプション、カスタマイズで最長100mmまで可能）

高さ712～812mm （100mmの高さ調整シロ）　 φ700mm

高さ783～883mm （100mmの高さ調整シロ）　 φ700mm

約30kg

約33kg

標準平底
樹脂トレイ搭載時

φ500mmの平底トレイの約2倍
（例）ワークサイズがφ25mm・L50mmの場合、約150個

標準平底
樹脂トレイ搭載時

3段ステージ（H25×3）付き
樹脂トレイ搭載時（オプション）

φ500mmの平底トレイの約6倍
（例）ワークサイズがφ25mm・L50mmの場合、約450個

3段ステージ付き
樹脂トレイ搭載時（オプション）

標準平底
樹脂トレイ搭載時

3段ステージ付き
樹脂トレイ搭載時（オプション）

50kg

対応可能ワークサイズ

ワーク収納数
（弊社のシミュレーション
 データに基づく推定です）

製品寸法

製品重量

希望小売価格 ￥498,000（税別）SPA-500/φ700応用・改造型 （連続回転方式）

この3段ステージ装着で弊社での
運転実績で従来の約3倍のワーク
数量の蓄積が出来るようになり、夜
間無人運転時間も15～16時間に
延ばすことが出来ています。
（ワーク寸法φ16 L32.8mm
 サイクルタイム95秒）

★オプション品のフラットタイプト
レーは非常に繊細で丁寧な扱いを
必要とするワーク用で、ワークの蓄
積は基本的に1層までがお勧めで
す。ワークの2層3層の積み重ねは
ほんの小さな打痕・傷の原因にな
りかねません。比較的タフな材質、
丸みを帯びたワーク形状で蓄積数
量が優先される場合には段状タイ
プがお勧めです。

設置機械環境条件の違いに対応して基本3タイプ5機種をラインナップしました。


